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高
橋
誠
一
教
授
（
関
西
大
学
名
誉
教
授
）
が
二
〇
一
四
年
二
月
十
一
日
、
肝
不
全
の
た
め
、
入
院
先
の
奈
良
県
立
医
大
附
属
病
院
で
ご
逝
去
さ
れ
た
。
享
年

六
八
歳
。
前
年
に
関
西
大
学
を
ご
退
職
さ
れ
、
そ
の
後
も
特
別
契
約
教
授
と
し
て
ご
勤
務
い
た
だ
い
て
き
た
。
一
九
九
八
年
肝
臓
腫
瘍
の
入
院
治
療
以
来
、
定

期
的
に
検
査
、
処
置
の
た
め
入
院
さ
れ
て
き
た
が
、
大
学
で
は
い
つ
も
お
元
気
な
姿
で
教
育
、
研
究
に
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
。
昨
年
十
月
に
入
院
さ
れ
た
が
、

今
回
も
単
な
る
定
期
検
査
・
処
置
の
た
め
の
ご
入
院
と
思
っ
て
い
た
が
、
遂
に
お
別
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
早
す
ぎ
る
ご
逝
去
は

た
だ
た
だ
無
念
で
あ
る
。

高
橋
先
生
は
一
九
四
五
年
に
奈
良
市
で
お
生
れ
に
な
っ
た
。
小
学
生
の
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
考
古
学
、
古
代
史
に
関
心
を
も
た
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
歴

史
学
者
Ａ
・
Ｊ
ト
イ
ン
ビ
ー
博
士
が
、
奈
良
県
訪
問
の
折
に
は
、
こ
う
し
た
高
橋
少
年
の
将
来
の
活
躍
を
予
見
さ
れ
て
の
こ
と
か
、
そ
の
頭
を
な
で
ら
れ
た
そ

う
で
あ
る
（
先
生
の
ご
自
慢
話
の
一
つ
）。
そ
し
て
奈
良
学
芸
大
学
附
属
中
学
校
、
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
附
属
高
校
を
経
て
、
六
五
年
に
京
都
大
学
文
学
部

に
入
学
さ
れ
、
歴
史
地
理
学
の
巨
星
で
あ
り
先
生
の
恩
師
で
あ
る
藤
岡
謙
二
郎
先
生
の
影
響
を
受
け
ら
れ
、
学
部
、
大
学
院
と
歴
史
地
理
学
研
究
の
道
に
進
ま

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

学
生
・
院
生
時
代
に
は
日
本
古
代
の
山
城
（『
人
文
地
理
』、
第
二
四
巻
五
号
、
一
九
七
二
）、
古
代
の
手
工
業
（『
史
林
』、
第
五
四
巻
第
五
号
、
一
九
七
一
）

な
ど
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
こ
と
を
手
始
め
に
、
そ
の
後
日
本
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
の
都
城
、
古
代
遺
跡
な
ど
に
関
す
る
ご
研
究
で
多
数
の
成
果
を
公
に
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
七
三
年
に
博
士
課
程
を
中
退
し
て
京
都
大
学
文
学
部
地
理
学
講
座
の
助
手
と
な
ら
れ
、
七
六
年
に
は
滋
賀
大
学
教
育
学
部
に
着
任
さ

れ
、
講
師
・
助
教
授
・
教
授
と
し
て
十
七
年
間
在
職
さ
れ
た
。
九
三
年
に
は
矢
守
一
彦
先
生
の
死
去
に
よ
る
歴
史
地
理
学
分
野
の
後
任
と
し
て
関
西
大
学
文
学

部
に
着
任
さ
れ
、
爾
来
十
九
年
間
教
育
、
研
究
に
あ
た
ら
れ
た
。

一
九
九
五
年
に
は
、
学
生
時
代
以
来
ご
研
究
さ
れ
て
き
た
古
代
日
本
都
市
の
歴
史
地
理
学
研
究
を
ま
と
め
ら
れ
て
、
関
西
大
学
に
学
位
論
文
を
提
出
さ
れ
た

（『
日
本
古
代
都
市
研
究
』、
古
今
書
院
、
一
九
九
四
）。
そ
の
後
先
生
は
、
琉
球
の
都
市
・
村
落
の
研
究
に
没
頭
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
新
た
な
研
究
分
野
へ
の

高
橋
誠
一
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
ん
で

伊

東

理
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転
身
は
、
〇
三
年
の
ご
著
書
で
も
語
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
九
八
年
の
入
院
で
ご
自
身
の
命
に
限
り
あ
る

こ
と
悟
ら
れ
、
予
命
を
お
好
き
な
フ
ィ
ー
ル
ド
の
調

査
に
専
念
す
る
決
心
を
な
さ
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し

て
い
る
。
肝
臓
の
検
査
・
治
療
を
繰
り
返
し
さ
れ
な

が
ら
、
一
年
に
数
回
の
ペ
ー
ス
で
琉
球
列
島
に
通
わ

れ
て
き
た
。「
死
を
覚
悟
す
る
と
、
時
間
を
無
駄
に

せ
ず
に
、
で
き
る
だ
け
や
り
た
い
こ
と
を
し
た
い
、

と
思
う
よ
う
に
な
る
も
の
や
」
と
い
っ
た
お
話
を
幾

度
と
な
く
先
生
か
ら
お
聞
き
し
た
が
、
お
言
葉
通
り

の
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
琉
球
研
究
を
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ら

の
成
果
は
二
冊
の
大
著
に
ま
と
め
ら
れ
た
（『
琉
球

の
都
市
と
村
落
』、
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
三

﹇
第
五
回
人
文
地
理
学
会

学
会
賞
受
賞
﹈、『
日
本

と
琉
球
の
歴
史
景
観
と
地
理
思
想
』、
関
西
大
学
出

版
部
、
二
〇
一
二
）。

研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
変
化
は
あ
っ
た
が
、
高
橋
先
生
の
ご
研
究
分
野
は
、
全
体
と
し
て
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
的
景
観
の
復
原
、
さ
ら
に
は
都
市
、
村
落
の
プ
ラ

ン
や
景
観
形
成
の
解
明
な
ど
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
研
究
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
実
際
の
ご
研
究
で
は
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
歴
史
的
都

市
・
村
落
の
特
質
や
系
譜
な
ど
を
常
に
意
識
さ
れ
な
が
ら
、
道
路
、
遺
構
等
の
緻
密
な
計
測
や
地
元
の
方
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
等
の
地
道
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
と
地
籍
図
・
空
中
写
真
等
の
分
析
な
ど
に
よ
っ
て
、
極
め
て
精
緻
な
実
証
研
究
を
積
み
重
ね
ら
れ
て
こ
ら
れ
た
。
先
生
の
一
連
の
ご
研
究
は
、
先
生
独
自

の
研
究
世
界
を
切
り
拓
い
て
こ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

学
内
に
あ
っ
て
は
、
関
西
大
学
に
就
任
さ
れ
て
ほ
ど
な
く
、
大
学
自
己
評
価
・
自
己
点
検
副
委
員
長
、
教
養
部
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
が
、
発
病
後
は
要
職

へ
の
着
任
要
請
を
す
べ
て
お
断
り
に
な
り
、
教
育
、
研
究
に
専
念
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点
事
業
推
進
担
当
者
等
を
務
め
ら
れ
、
関
西
大
学
の
東
ア
ジ
ア
文
化
の
教
育
・
研
究
の
推
進
に
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積
極
的
に
協
力
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

「
一
期
一
会
を
大
切
に
し
た
い
」
と
い
う
の
が
先
生
の
口
癖
・
モ
ッ
ト
ー
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
や
気
さ
く
な
会
話
を
楽
し
ま
れ
て
交
遊

関
係
を
広
げ
ら
れ
て
き
た
の
で
、
先
生
の
友
人
・
知
人
の
数
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
ま
た
高
橋
先
生
は
、
名
口
調
の
講
義
と
ご
人
徳
な
ど
か
ら
、
多
く

の
学
生
を
魅
了
し
て
き
た
。
先
生
ご
自
身
も
授
業
が
大
好
き
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
教
壇
に
立
た
れ
た
時
が
一
番
楽
し
そ
う
で
あ
っ
た
。
学
生

と
の
コ
ン
パ
で
は
、
い
つ
の
ま
に
か
先
生
を
中
心
に
学
生
の
輪
が
で
き
る
の
が
常
で
あ
っ
た
し
、
学
部
学
生
に
は
朗
ら
か
で
楽
し
く
頼
り
が
い
の
あ
る
先
生
と

し
て
慕
う
学
生
も
多
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
大
学
院
生
に
は
、「
地
理
の
プ
ロ
と
し
て
の
自
覚
と
実
力
」
を
備
え
さ
せ
る
こ
と
が
先
生
の
使
命
で
あ
る
と
し
て
、

か
な
り
厳
し
い
ゼ
ミ
指
導
を
さ
れ
て
き
た
し
、
叱
ら
れ
る
学
生
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
先
生
は
学
生
の
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
臨
機
応
変
に
学
生
を
導
か
れ
た

希
代
の
教
育
者
で
あ
っ
た
。
滋
賀
大
学
、
関
西
大
学
を
通
じ
て
先
生
の
影
響
を
受
け
た
学
生
の
数
は
多
く
、
ま
た
関
西
大
学
地
理
出
身
で
研
究
・
教
育
職
に
就

い
た
学
生
数
で
は
高
橋
先
生
の
ゼ
ミ
の
出
身
者
が
多
数
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
先
生
が
教
育
者
と
し
て
も
一
流
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。

私
に
と
っ
て
高
橋
先
生
は
大
学
時
代
か
ら
の
五
学
年
上
の
身
近
な
先
輩
で
あ
り
、
高
橋
さ
ん
に
は
長
き
に
わ
た
り
随
分
と
お
世
話
に
な
っ
た
。
先
生
は
私
ど

も
教
室
メ
ン
バ
ー
が
病
院
に
お
見
舞
い
に
行
く
こ
と
を
最
後
ま
で
固
辞
さ
れ
た
。
そ
の
お
陰
で
有
り
難
い
こ
と
に
、
教
員
、
卒
業
生
、
学
生
、
い
ず
れ
も
が
、

高
橋
先
生
の
お
元
気
な
笑
顔
や
ご
一
緒
し
た
楽
し
い
時
日
な
ど
し
か
思
い
出
せ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
の
数
年
高
橋
ゼ
ミ
の
大
学
院
生
が

次
第
に
先
生
を
怖
が
ら
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、
心
残
り
な
表
情
で
お
一
人
ご
帰
宅
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
こ
と
、
・
・
・
・
な
ど
が
脳
裏
に
よ
み
が
え

る
と
、
後
悔
の
念
に
駆
ら
れ
る
と
と
も
に
、
や
は
り
と
て
も
寂
し
い
気
持
ち
に
な
る
。
病
魔
と
戦
わ
れ
て
き
た
先
生
に
は
、
無
念
で
あ
っ
た
こ
と
、
苦
し
く
お

辛
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
随
分
と
お
あ
り
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
、
最
後
ま
で
見
事
に
頑
張
り
通
さ
れ
た
高
橋
先
生
に
は
、
深
甚
な
る

感
謝
と
賛
辞
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
謹
ん
で
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）
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